
令和５年度志摩市地域公共交通会議 第２回全体会 事項書 

 

 

日時： 令和５年６月２０日（火） 午後２時～ 
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１．開会 

 

 

 

 

 

 

２．報告事項 

 

（１）志摩市地域公共交通計画策定に係る各種調査等による交通課題の整理について 

 

 

 

 

 

 

３．その他 

 

 



　　　　　　　任期：令和5年4月1日から令和7年3月31日まで
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8号委員

3
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5
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9
志摩市自治会連合会　副会長
（志摩町自治会連合会　会長） 山口　壽 陸上 4号委員

10 阿児町自治会連合会　会長 溝口　幸夫 陸上 4号委員

11 磯部町自治会連合会　会長 前田　周作 陸上 4号委員

12
志摩市商工会
会長 出口　勝美 陸上 4号委員

13
一般社団法人志摩市観光協会
専務理事 岡田　英美

陸上
離島

4号委員

14
社会福祉法人志摩市社会福祉協議会
会長 前田　正典

陸上
離島

4号委員

15
間崎自治会
会長 岩城　正幸 離島 4号委員

16
間崎婦人会
会長 山本　くに枝 離島 4号委員

17
三重県立水産高等学校
校長 向井　英規 離島 4号委員

18
中部運輸局三重運輸支局
首席運輸企画専門官 前葉　光司 陸上 5号委員

19
中部運輸局三重運輸支局
鳥羽海事事務所長 竹内　宜也 離島 5号委員

20
三交伊勢志摩交通労働組合
書記長 西尾　祥貴 陸上 6号委員

21
志摩マリンレジャー株式会社
取締役社長 矢尾　弘 離島 7号委員

22
三重県鳥羽警察署
交通課長 谷端　辰成 陸上 8号委員

23
三重県志摩建設事務所
道路課長 山下　智也 陸上 8号委員

24
三重県地域連携部
交通政策課長 藤田　雄一 陸上 8号委員

25
三重県南部地域活性化局
次長兼南部地域振興企画課長 森吉　秀男 離島 8号委員

26 志摩市産業振興部長 山本　和輝
陸上
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27 志摩市建設部長 西崎　真人 陸上 8号委員
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志摩市地域公共交通会議　委員名簿



計画策定の検討手順

１



計画策定までのスケジュール

２



地域公共交通計画策定に係る各種調査の実施内容

名称 把握内容 実施日程 調査手法

①
②
資料１

新
規
に
調
査
を
実
施

地域公共交通に関する市民
ヒアリング調査

市民の普段の生活スタイル
（目的・移動手段別の施設
等）

令和５年５月２４日
～６月１３日

各地区の高齢者サロンを訪問・聞き取り
※買い物と通院に重点を当て集計

地域公共交通に関する民生
委員アンケート調査

令和５年５月１６日
～５月２９日

郵送でのアンケート送付・回収
※買い物と通院に重点を当て集計

③
資料２

公共交通の利用者ヒアリン
グ調査

地域ごとの路線バス・定期船
の使われ方

令和５年６月１１日、
１２日 路線バス及び定期船内部での聞き取り

④
資料３

既
存
資
料
の
整
理

公共交通地域別住民懇談会
地域に根差した公共交通ネッ
トワークの形成を目的とする
公共交通に対する意見・要望

過年度実施
（令和４年度） 各町単位での懇談会を実施

⑤
(参考)

志摩市地域公共交通網形成
計画策定時のアンケート調
査

市民の生活スタイル（目的・
移動手段別の施設等） 平成３０年度 既存資料の整理

※買い物と通院に重点を当て集計

３



名称 対象地域
・対象路線 調査実施日 会場等 参加人数

・回収数

地域公共交通に関する
市民ヒアリング調査

浜島地域 令和5年6月 9日 10:00～11:00 デイサービスさつき 9名

計
56名

大王地域 令和5年5月24日 13:00～14:00 波切いきいきサロンひまわり 10名
志摩地域 令和5年6月13日 13:30～14:00 カフェつばさ 9名
阿児地域 令和5年5月24日 13:30～14:00 ともに会 19名
磯部地域 令和5年6月 8日 14:30～15:30 成基サロン 9名

地域公共交通に関する
民生委員アンケート調査

浜島地域

令和5年5月16日～5月29日
(郵送配付・郵送回収) 各地域の民生委員

7票

計
78票

大王地域 11票
志摩地域 21票
阿児地域 25票
磯部地域 14票

公共交通の
利用者ヒアリング調査

路線バス全線 令和5年6月11日(日)、12日(月)
（聞き取り調査）

三重交通(株) 延べ 301名

あご湾定期船 志摩マリンレジャー(株) 延べ 11名

■浜島地域での調査状況 ■大王地域での調査状況 ■志摩地域での調査状況 ■阿児地域での調査状況 ■磯部地域での調査状況

４

地域公共交通計画策定に係る各種調査の実施内容



地域公共交通に関する市民ヒアリング調査結果及び民生委員アンケート調査結果

地域別 買い物 通院

浜島地域

自動車等で移動する方は、買い物先は阿児地域が中心となっているが、
自動車等以外で移動する方は、阿児地域を中心に浜島地域となっている。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は、阿児地域が中心となっているが、
自動車等以外で移動する方は、浜島地域を中心となっている。
また、自動車等で移動する方は、通院頻度は低い傾向である。

【困りごと等】
足腰が弱くなりつつある中で、幹線道路まで徒歩で向かえなく、親族

等の送迎によって買い物施設まで向かっている。等

【困りごと等】
足腰が弱くなりつつある中で、幹線道路まで徒歩で向かえなく、親族

等の送迎によって通院施設まで向かっている。等

大王地域

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、買い物先の
主な地域は大王地域であるが、自動車等で移動する方は、磯部地域にま
で移動範囲を広げている。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、通院先の主
な地域は同じ（大王地域又は阿児地域）である。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院頻

度に大きな差はない。

【困りごと等】
大王地域の買い物施設では、購入可能品目が限られてくることから、

他地域の買い物施設での買い物もしたい。傾斜があり購入した品を自宅
に持って帰るのが大変である。等

【困りごと等】
傾斜があり幹線道路等の停留所まで向かうことが大変である。

５

■買い物については、自動車等で移動する方は、買い物施設での購入可能品目等の違いを踏まえながら、買い物先を選択できている傾向が
あり、買い物頻度も高い傾向となっている。一方で、自動車等以外で移動する方は、買い物先の選択肢が限られ、買い物頻度も総じて低
い傾向がある。

資料１

■通院については、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで大きく通院先の地域は異なっておらず、通院頻度について、
一般的に自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院頻度に差は生じていない。

■外出する方の体調面や地域ごとの地形等を要因に、路線バスを中心に既存公共交通が使いずらくなっている地域（浜島・大王・磯部）
が存在している。

※自動車等で移動する方とは、自家用車、バイク及び家族・友人の送迎をいう。
自動車等以外で移動する方とは、鉄道、路線バス、タクシー、ハッスル号、定期船、自転車、徒歩、施設の送迎サービス等をいう。



地域別 買い物 通院

志摩地域

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、買い物先の
地域（志摩地域が中心）に大きな差はない。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、通院先の主
な地域（志摩地域が中心）は同じであるが、自動車等以外で移動する方
は、大王地域や阿児地域にまで移動範囲が広がっている。
また、自動車等で移動する方の通院頻度は、総じて低い。

【困りごと等】
志摩地域の買い物施設では、購入可能品目等が限られてくることから、

他地域の買い物施設での買い物もしたい。等

【困りごと等】
志摩地域内での移動では、バイク（原付）で十分であるが、地域外に

向かう場合は、バイク（原付）以外の移動手段が必要である。等

阿児地域

自動車等で移動する方は、買い物先は阿児地域が中心となり、磯部地
域にまで広がっているが、自動車等以外で移動する方は、阿児地域が中
心となっている。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで買い物

頻度に大きな差はない。

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、通院先の主
な地域（阿児地域のみ）に差はない。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院頻

度に大きな差はない。

【困りごと等】
阿児地域は施設が充実しているが、自宅からその施設までの距離が意

外とあるため、目的地まで接続される移動手段がほしい。等

【困りごと等】
阿児地域は施設が充実しているが、自宅からその施設までの距離が意

外とあるため、目的地まで接続される移動手段がほしい。等

磯部地域

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、買い物先の
地域（磯部地域が中心で阿児地域にまで広がっている）に大きな差はな
い。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、通院先の地
域（磯部地域が中心で阿児地域等に広がっている）に大きな差はない。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院頻

度に大きな差はない。

【困りごと等】
足腰が弱くなりつつある中で、自宅から外出することも大変となって

おり、親族等の送迎によって買い物施設まで向かっている。等

【困りごと等】
足腰が弱くなりつつある中で、自宅から外出することも大変となって

おり、親族等の送迎によって通院施設まで向かっている。等

６

※自動車等で移動する方とは、自家用車、バイク及び家族・友人の送迎をいう。
自動車等以外で移動する方とは、鉄道、路線バス、タクシー、ハッスル号、定期船、自転車、徒歩、施設の送迎サービス等をいう。

資料１地域公共交通に関する市民ヒアリング調査結果及び民生委員アンケート調査結果



6

地域別 買い物 通院

浜島地域

足腰が弱くなりつつある中で、幹線道路まで徒歩で向かえなく、
親族等の送迎によって買い物施設まで向かっている。路線バスの
乗換も大変になっている。
今は親族等が免許を持って運転できていることから、移動販売

等に頼らなくとも良いが、将来的には使っていくかもしれない。
等

足腰が弱くなりつつある中で、幹線道路まで徒歩で向かえなく、
親族等の送迎によって通院施設まで向かっている。等

大王地域
大王地域の買い物施設では、購入可能品目が限られてくること

から、他地域の買い物施設での買い物もしたい。
傾斜があり購入した品を自宅に持って帰るのが大変である。等

傾斜があり幹線道路等の停留所まで向かうことが大変である。

志摩地域

志摩地域の買い物施設では、購入可能品目等が限られてくるこ
とから、他地域の買い物施設での買い物もしたい。
志摩地域内での移動では、バイク（原付）で十分であるが、地

域外に向かう場合は、バイク（原付）以外の移動手段が必要であ
る。
幹線道路等の停留所まで１０分以上かかるため、路線バスは使

いずらい面がある。等

志摩地域内での移動では、バイク（原付）で十分であるが、地
域外に向かう場合は、バイク（原付）以外の移動手段が必要であ
る。
幹線道路等の停留所まで１０分以上かかるため、路線バスは使

いずらい面がある。等

阿児地域
阿児地域は施設が充実しているが、自宅からその施設までの距

離が意外とあるため、目的地まで接続される移動手段がほしい。
今は自動車で移動できているが、体力等が低下することを想定

すると、それに見合う移動手段がほしい。等

阿児地域は施設が充実しているが、自宅からその施設までの距
離が意外とあるため、目的地まで接続される移動手段がほしい。
今は自動車で移動できているが、体力等が低下することを想定

すると、それに見合う移動手段がほしい。等

磯部地域
足腰が弱くなりつつある中で、自宅から外出することも大変と

なっており、親族等の送迎によって買い物施設まで向かっている。
移動販売は良いものであるが、家が分散して地域が広いことか

ら、移動販売の会場まで徒歩で向かえないこともある。等

足腰が弱くなりつつある中で、自宅から外出することも大変と
なっており、親族等の送迎によって通院施設まで向かっている。
等

地域公共交通に関する市民ヒアリング調査結果及び民生委員アンケート調査結果

〇調査から出た意見

資料１

７



公共交通の利用者ヒアリング調査結果

地域別 平日の利用のされ方等 休日の利用のされ方等

御座線
主に通学目的で利用される傾向であり、日中時間帯は通院又

は買い物等を中心に利用されている。
最も行く施設は、県立水産高等学校となっている。

主に買い物・食事目的で利用される傾向であり、その他には、
広域移動（市外への移動）又は通学（部活）で利用されている。
最も行く施設は、県立水産高等学校となっている。

宿浦線
主に通勤目的で利用される傾向があり、その他には通学又は

通院で利用されている。
最も行く施設は、県立志摩病院と皇学館大学となっている。

主に通学目的で利用される傾向があり、その他には通勤や宿
泊施設への移動で利用されている。
最も行く施設は、皇学館大学となっている。

五ヶ所線
主に通学目的で利用される傾向があり、その他には通勤や宿

泊施設への移動で利用されている。
最も行く施設は、伊勢神宮となっている。

主に通勤目的で利用されている。
施設が特定できなかったことから、最も行く施設は該当なし。

安乗線
主に通勤目的で利用される傾向があり、その他には買い物・

食事や通学又は広域移動（市外への移動）で利用されている。
最も行く施設は、イオン阿児店となっている。

主に通勤目的で利用される傾向があり、その他には買い物・
食事や広域移動（市外への移動）又は親族・友人宅への訪問で
利用されている。
最も行く施設は、イオン阿児店となっている。

志島循環線
日中時間帯を中心に買い物・食事で利用される傾向があり、

その他に多様な目的（通勤、通学、通院、宿泊施設への移動）
に利用されている。
最も行く施設は、イオン阿児店となっている。

主に通勤や通院目的で利用されている。
施設が特定できなかったことから、最も行く施設は該当なし。

スペイン線
主に娯楽施設への移動目的で利用される傾向があり、その他

には広域移動（市外への移動）で利用されている。
最も行く施設は、志摩スペイン村となっている。

主に娯楽施設への移動目的で利用される傾向があり、その他
には広域移動（市外への移動）又は宿泊施設への移動で利用さ
れている。
最も行く施設は、志摩スペイン村となっている。

定期船
通学や買い物等の他、観光等にも利用されており、多様な目

的で利用されている。
最も行く施設は、郵便局となっている。

今後調査予定

８

■ 路線バスは主に通勤・通学のための移動需要に対応している傾向となっており、特定の路線（スペイン線）は、志摩スペイン村へ向かう移動需要に対応し
ている状況である。

■ 全般的に買い物や通院などの日常生活としての利用はされていない傾向である。

資料２



公共交通地域別住民懇談会結果

地域別 提出された意見（趣旨）

浜島地域

浜島・南張

〇公共交通の利用機会の創出
・買い物先での買い物品の配達制度
・浜島地域外への買い物等のニーズを満たせる新たな移動手段の導入
〇移動困難者への対応
・自動車を運転できる方と介護認定を受けている方以外の方が移動困難（生活の質が低い可能性）
・道幅が狭いことから、シニアカーで移動する機会があり、シニアカー置き場の確保
・路線バスを利用するための自宅から停留所まで接続手段の確保
〇移動補助
・路線バスのお試し期間の創設
〇【浜島地域】のってかんせ号
・運転手の確保が課題

桧山路・塩屋

大王地域

波切

〇公共交通の利用機会の創出
・「広報しま」への路線バス時刻表や運賃を掲載依頼
・イオン阿児店や県立志摩病院への御座線乗り入れ
・路線バスの貨客混載（貨は買い物品を指す）
・医療機関や買い物施設の要素と路線バス情報が合わさったマップの作成・提供
〇移動困難者への対応
・自動車を運転できる方と介護認定を受けている方以外の方が移動困難（生活の質が低い可能性）
・道幅が狭いことから、シニアカーで移動する機会があり、シニアカー置き場の確保
・路線バスを利用するための自宅から停留所まで接続手段が欲しい。
・生活のライフスタイル（ぎゅーとら等）を踏まえた停留所やルート設定等がなされた既存公共交通又は
新たな移動手段の確保

〇移動補助
・「志摩市遠距離通学補助金交付要綱」では、船越は通学費補助を受けられるが、波切では受けられない
ことに対する補助要件の見直し

・タクシーの初乗り補助金や路線バスの運賃額補助制度の創設

船越

名田・畔名

９

資料３



資料３

地域別 提出された意見（趣旨）

阿児地域

安乗・国府 〇公共交通の利用機会の創出
・路線バスの時刻表配布や利用方法の周知
〇移動困難者への対応
・市内全域を運行するハッスル号のような移動手段の確保
・シニアカーで移動する機会があり、バス停留所での駐車場所の確保

甲賀・志島・立神

鵜方・神明

志摩地域

御座・越賀
〇公共交通の利用機会の創出
・三重交通（株）のアプリ（路線バス車両の運行位置がリアルタイムで確認可能等）を「広報しま」など
により周知しての利用促進

・電車や路線バスの時刻表配布
〇移動困難者への対応
・生活のライフスタイル（外出時間等）を踏まえた移動手段の確保
・シニアカーで移動する機会があり、シニアカー置き場の確保
〇移動補助等
・子どもたち等が自由に外出できるように定期券補助を設の創設
・運賃の値下げ
・運転免許証自主返納者割引制度（路線バスの運賃を割り引く制度）の免許返納者以外まで拡充

和具・布施田

片田

磯部地域

五知・沓掛・
山田・上之郷

〇移動困難者への対応
・生活のライフスタイル（外出時間等）を踏まえた移動手段の確保
〇移動補助
・タクシー券の補助制度の創設
〇【磯部地域】ハッスル号
・生活圏内の再確認とそれぞれの目的地への停留所創設
・鉄道駅と磯部バスセンター停留所での接続改善

下之郷・飯浜・
恵利原

川辺・迫間第一・
迫間・築地・
銀河の里

山原・栗木広・
夏草・桧山

穴川・坂崎・
三ケ所・的矢 10

公共交通地域別住民懇談会結果



公共交通地域別住民懇談会結果 資料３

地域別 提出された意見（趣旨）

離島

渡鹿野島

〇市運行船
・鵜方まで買い物に行く機会があるが、帰宅時に合った運行便がないことから当該便の創設
〇ハッスル号との接続
・磯部の医院を利用する際、市運航船とハッスル号との接続改善
・ハッスル号（うみルート）のルートを支所まで拡充

間崎島

〇定期船
・定期航路の天候による運休時の移動や、運休/再運航の情報が課題
・賢島駅における定期船と鉄道の接続時間
・定期船で和具港に到着した後の移動手段の確保
・定期船の乗降環境の整備・島外の方が
・間崎島へ来訪するための施策の必要性

11



志摩市地域公共交通網形成計画策定時のアンケート調査結果（再整理） 参考

地域別 買い物 通院

浜島地域
自動車等で移動する方は、買い物先は阿児地域を中心に磯部地域と

なっているが、自動車等以外で移動する方は、浜島地域と阿児地域と
なっており、買い物先が限定的となっている。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は浜島地域をはじめ、阿児地域や
市外に広がっているが、自動車等以外で移動する方は、浜島地域を中心
に阿児地域となっている。
また、自動車等以外で移動する方は、通院頻度は低い傾向である。

大王地域
自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで、買い物先

の地域に大きな差はない。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は阿児方面に向かって広がってい
るが、自動車等以外で移動する方は、主に大王地域内となり限定的であ
る。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院

頻度に大きな差はない。

志摩地域
自動車等で移動する方は、買い物先が市内一円であるが、自動車等以

外で移動する方は、主な買い物先は志摩地域内となっている。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は市内一円であるが、自動車等以外
で移動する方は、主に志摩地域内となり限定的である。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院

頻度に大きな差はない。

阿児地域
自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方を比較すると、自

動車等で移動する方は市外や大王地域に向かって買い物に行く需要が存
在しており、移動範囲が広い状況である。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は市内一円であるが、自動車等以外
で移動する方は、通院先が限定的である。
また、自動車等以外で移動する方は、通院頻度は低い傾向である。

磯部地域
自動車等で移動する方は、買い物先が市外にまで広がっているが、

自動車等以外で移動する方は、買い物先は市外に出ずに磯部地域や阿児
地域となっている。
また、自動車等以外で移動する方の買い物頻度は、総じて低い。

自動車等で移動する方は、通院先は磯部地域を中心に阿児地域や市
外に広がっているが、自動車等以外で移動する方は、主に磯部地域内と
なり限定的である。
また、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院

頻度に大きな差はない。

■買い物については、自動車等で移動する方は、買い物施設での購入可能品目等の違いを踏まえながら、買い物先を選択できている傾向が
あり、買い物頻度も高い傾向となっている。一方で、自動車等以外で移動する方は、買い物先の選択肢が限られ、買い物頻度も総じて低い
傾向がある。

12

■通院については、自動車等で移動する方は、市内一円の医療機関に通院できているが、自動車等以外で移動する方は、居住地周辺の医療
機関となっている。なお、通院頻度について、自動車等で移動する方と自動車等以外で移動する方とで通院頻度に差が生じている地域もあ
るが、一般的に通院頻度に差が生じていない。

※自動車等で移動する方とは、自家用車を運転・送迎、オートバイ（原付を含む）を指します。
自動車等以外で移動する方は、路鉄道、路線バス、一般タクシー、ハッスル号、定期航路、自転車、徒歩等を指します。



各種調査を踏まえた課題の設定と対応方策

地域別 概況や都市機能
施設の特徴 人口の特徴 調査結果からの

把握事項や懸念事項 課題と対応方策（案）

浜島地域

山間部では、農地のま
とまりが存在。英虞湾付
近（浜島地区）では、浜
島支所や浜島診療所など
公共施設が集中。

浜島地区を中心に人口
密度が高く、高齢化率は
高い状況

生活圏は阿児地域が中心となっているが、買い
物や通院において、自動車等以外で移動する方の
外出頻度が低い状況となっている。とりわけ高齢
者においては、足腰が弱くなりつつある中で、幹
線道路まで徒歩で向かえなくなりつつある。

浜島市街地外を中心に農地が広がり居住地が分
散する中、高齢者の方は足腰が弱くなりつつあり、
乗換への抵抗も存在していることから、のってか
んせ号をはじめとする、住宅周辺で乗降可能な交
通手段を確保する。

大王地域

波切地区では、大王支
所や志摩市民病院などの
暮らしを支える公共施設
が多く位置。起伏のある
地形が多く存在する。

波切地区を中心に人口
密度は高く、高齢化率は
高い状況

生活圏は、買い物は大王地域を中心に、通院は
阿児地域を中心となっており、自動車等以外で移
動する方の買い物の外出頻度が低い状況（通院は
大差なし）となっている。高齢者において、大王
地域では購入できない品目の購入を行うなどのた
めに外出したくとも、傾斜地等であることから、
難しくなる。

道路幅の狭さや傾斜地などを考慮しながらも、
大王地域以外の地域での買い物機会等を確保でき
るよう、路線バス等への接続が可能な交通手段を、
導入し、目的地までの輸送手段を確保する。

志摩地域
和具漁港を中心とした

和具地区では、志摩支所、
前島診療所などの公共施
設や商業施設が位置。

和具地区を中心に人口
密度は高く、高齢化率は
高い状況

生活圏は志摩地域が中心となっているが、自動
車等以外で移動する方は、買い物や通院において、
阿児地域に向かっていない状況である。志摩地域
では購入できない品目の購入需要等に対応が必要
であり、確保できなければ生活の質の担保が課題
になる。

居住地から路線バス停留所等の距離が存在して
いる箇所からの阿児地域までの移動ニーズ等を満
たせるよう、路線バスや定期船への接続を補う交
通を導入し、目的地までの輸送手段を確保する。

阿児地域
各種都市機能施設

（スーパーや公共施設
等）が多く立地。

人口密度は高く、他地
域と比較して高齢化率は
低い状況

生活圏は阿児地域が中心となっており、買い物
や通院において、自動車等以外で移動する方の外
出頻度が低い状況となっている。とりわけ鵜方駅
等から離れた居住地で移動手段が充実していない
地域の交通に課題がある。

都市機能施設が多く立地している鵜方地区への、
町内他地区からの移動ニーズ等を満たせるよう、
路線バスへの接続を補う交通手段の再編を図る。

磯部地域
山林、農地が多く存在

し、山間や平地、海岸沿
いなどで集落が形成。

全体的として高齢化率
は高い状況

生活圏は磯部地域が中心となっており、買い物
において、自動車等以外で移動する方の外出頻度
が低い状況となっている。とりわけ高齢者におい
ては、足腰が弱くなりつつある中で、幹線道路ま
で徒歩で向かえなくなりつつある。

全体的に居住地が分散している中、高齢者の方
は足腰が弱くなりつつあり、乗換への抵抗も存在
していることから、ハッスル号の時刻表改正や停
留所設置等柔軟な運行により、利便性を高め目的
地までの輸送手段を確保する。
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